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＜研究成果のポイント＞ 

●業界最高水準の熱伝導性をもった絶縁塗料の開発に成功。 

●シンナーなど有害な物質を一切使用せず無臭・無公害。 

＜研究成果の概要＞ 

ハイブリッド車や電気自動車などに搭載されるモーターや電池などの電装部品は、

高出力化を求めるあまり運転中の発熱によるオーバーヒートの危険性が高まってい

る。この熱マネージメント（熱制御）問題を解決するため、熱伝導性の高い絶縁塗

料を開発した。その塗膜は効率よく放熱すると共に電気絶縁性など優れた性能をも

つため、電装部品を高出力化・小型化できる。また、シンナーなど有害な物質を一

切使用しない無臭・無公害な粉状の塗料（粉体塗料）であり、どんな形状の部品に

も自動化塗装することができる未来志向型の材料である。 

図１ 新開発塗料の塗装面
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ハイブリッド車や電気自動車など新エネルギー車に搭載

されるモーターや電池などの電装部品の開発が活発に進

められている。昨今その高出力化を求めるあまり運転中

の発熱によるオーバーヒートの危険性が高まっている。 

この熱マネージメント（熱制御）問題を解決するため、

我々は熱伝導性の高い絶縁塗料「アロンパウダーEL-

3000シリーズ」を開発した。これは、シンナーなど有

害な物質を一切使用しない無臭・無公害な粉状の塗料

（粉体塗料）である。 

この塗料が形成する塗膜は、業界最高水準の熱伝導性を

有しており効率よく放熱すると共に、電気絶縁性・塗膜

強度・成膜性など優れた特性をもつため、電装部品の設

計において高出力化・ダウンサイジングに貢献できる。

また、どんな形状の部品にも塗装できるため、少量・多

品種な市場の要求に応えられる。さらに、一般的な塗装

に比べてオペレーターの高い熟練度は不要であり、自動

化に適する未来志向型の材料である。 

 


